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物理学校創設者たちと東京大学
1854（安政元）年，日米和親条約を締結し
たばかりの幕府は，日に日に増大する外交案
件への対処に追われていた。老中・阿部正弘
は，欧米列国から軍事力を中心とした学問を
学ぶべきことと，外国船渡来の際の応接に係
る人材を育成することが急務であることを幕
府内の意見として取りまとめた。これを受け
た幕府は，1855年８月に洋学所を設立し，古
賀謹一郎を洋学所頭取とした。洋学所は元飯
田町九段坂下に所在地を移した1856年に蕃
ばん
書
しょ
調所と改称した。
蕃書調所では，洋書の翻訳，洋学研究，洋
書・翻訳出版物の検閲が行われていたが，翻
訳・通訳・洋学研究者の育成は，1857年正月
18日の開校で幕臣191人が入学したことによ
って始まった。
当初は，オランダの学問を主とし，イギリ
スの学問を副とした。入学資格は幕臣直参の
子弟と定めていたが，後に諸藩士や，一般有
志の聴講を許した。やがて安政五ヵ国条約の
成立により，英語，フランス語，ドイツ語の
教育も始められた。そのような状況下，1858
年３月29日，仏学の先駆者と称される村上英
俊が翻訳掛に就任し，翌1859年３月には，フ
ランス語科が設置され，村上は教授手伝に任
命された。また，1861年９月，蕃書調所に物
産局を置き，窮理学（物理学）等９学科が設
置され，語学だけでなく科学技術が教えられ
るようになった。蕃書調所は，1862年に洋学
調所，1863年に開成所と改称され，1868年に
明治新政府が接収し，開成学校として復興し
た。明治新政府では，語学をはじめとする洋
学の知識を持った人材の育成，登用が急務で
あったため，お雇い外国人を教師に迎えて授
業を開始した。
1869年６月15日に学校規則が達せられ，既
存の官立学校は昌平学校を大学校（本校）と
して，開成学校，医学校を大学校分局とする
総合的な組織へと統合された。大学校という
語は，昌平学校を指すと同時に，昌平学校，
開成学校，医学校を総合した組織を指して，
教育，文化行政を担う機関という意味もあっ
た。大学校は同年12月に大学と改称され，開
成学校は大学南校，医学校は大学東校と改称
された。
1870年７月，大学は大学規則を制定し，そ
の中の貢法の規定により貢進生の制度を置い
た。この制度は，太政官から各藩に命じて，
16歳以上20歳までの学力優秀，品行方正，身
体健康な青少年を選んで東京に集め，大学南
校に貢進生として入学させ各藩の負担におい
て１ヵ月10両以上の学費を支給するもので，
在学年限は５年間の予定であった。
貢進生は，1871年１月の時点で310人お
り，その中でフランス語を学ぶ者は74人だっ
たが，その中に，東京物理学校の創設者とな
る小林有也，桜井房記，鮫島晋，千本福隆，
高野瀬宗則，中村恭平，信谷定爾，谷田部梅
吉の８人が含まれていた。
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学制の変転と
創設者らの動向
1871年７月，廃藩置
県が行われ，明治政府
は初めて日本全国に統
一した行政を実施でき
る体制となった。７月
18日の太政官布告によ
り，行政機関としての
大学が廃止され，新た
な教育および学芸を管
掌する行政官庁として
文部省が設立される
と，文部省は直ちに全
国民を対象とした教育
制度を創設する準備に
取り掛かった。桜井たちが学ぶ大学南校は文
部省の所轄となり，さらに南校と改称されて
引き継がれた。文部省は南校の改革に着手
し，完全な欧米風の学校建設に乗り出した。
このとき高野瀬宗則は廃藩置県の令により彦
根に一時帰郷した。
南校に進学した貢進生の中には，縁故や個
人的な利害関係がからんで選抜された者も多
く，病気や学力不足等で落ちこぼれ，退学を
余儀なくされる者が相当数に上った。このた
め文部省は，９月25日に学制改革の一環とし
て南校を一時閉鎖して貢進生全員の退寮を命
じ，優秀で志がある学生に限り引き続き南校
での修学を許可することとし，南校の質の向
上を目指した。
南校は，10月に再び開校されたが，このと
き南校規則が制定された。南校規則では，学
費は自費をもって弁ずることとなった。桜井
たち７人は，勉学意欲に燃えて南校で引き続
き学ぶことを許されたが，学資については貢
進生の時と同様に，各県から支給された。
1872年８月３日，文部省は学制を発布し
た。これに伴い，南校は第一大学区第一番中
学と改称された。桜井たち７人は引き続き進
学し，新たに入学した名村程三（のち玉名に
改姓），三守守，保田棟太と机を共にするこ
ととなった。
1873年４月，第一大学区第一番中学は第一
大学区開成学校と改称されたが，この直後
に，開成学校の専門科の授業を英語に統一し
た。かつて大学南校に入学した貢進生は，
英・独・仏の３つの語学グループに分かれて
外国語による普通教育を受けていた。開成学
校は，英語専修の学生のために法学・理学・
工業学の３科を開設した他，独語専修の学生
には鉱山学科，仏語専修の学生には諸芸学科
を学生が残っている間だけ設け，生徒がいな
くなったところで廃止するという暫定措置を
とった。同年８月には，開成学校から外国語
による普通教育課程が切り離され，新設の東
京外国語学校に移された。東京外国語学校に
は，後に東京物理学校初代校長となる寺尾壽
と澤野忠基，玉名程三が入学した。また開成
学校には，帰郷していた高野瀬が復学し，貢
進生だった桜井たち８人と三守，保田に加
え，新たに赤木周行，加瀬代助，桐山篤三
郎，豊田周衛，中村精男，難波正，三輪桓一
郎，和田雄治が学ぶこととなった。
創設者８人が貢進生
高野瀬宗則
桜井 房記
鮫島　晋
谷田部梅吉
信谷 定爾
千本 福隆
中村 恭平
小林 有也
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仏語諸芸学科から物理学科へ
1874年，開成学校は東京開成学校と改称さ
れた。玉名は引き続き，東京外国語学校で学
んだが，他は全員東京開成学校に進学した。
1875年４月，フランス宣教師メルメ・カシ
ョンの招きで来日したフランス人医師レオ
ン・デュリーは，同年１月に京都府官立の仏
学校が廃止されたことに伴い，東京開成学校
仏語諸芸学科の教師に就任した。デュリーは
同年７月に，所属していた仏語諸芸学科が廃
止されたので，東京外国語学校に転じ，２年
間教鞭を取った。この時期に東京外国語学校
に籍を置いていた玉名程三が，デュリーから
直接フランス語を教わったのではないかと考
えられる。
東京開成学校では廃止された仏語諸芸学科
に代わり，同年８月に仏語物理学科が新設さ
れた。東京外国語学校に在学する玉名を除く
すべての者は，仏語物理学科へ進学した。
1876年１月，旧会津藩士でのちに東京物理
学校設立に深くかかわった山川健次郎が，東
京開成学校の教授補となり教壇に立った。山
川はアメリカ人教授のピーテェル・べダルの
助手を務め，主に実験を担当した。また，授
業も聴学，熱学，光学，電気学，電磁気学な
ど週３時間ほどを担当した。玉名を除く東京
物理学校の創設者たちと山川は，ここで運命
的な出会いを果たしたのである。
東京大学の創設
1877年，東京開成学校は東京医学校と合併
して東京大学と改称し，法学部，文学部，理
学部，医学部の４学部を置いて発足した。名
称は「大学」であるが，当時の学制の規定か
らすると，実質的には「専門学校」と変わら
なかった。教授陣は，依然としてお雇い外国
人による「洋語・洋学大学校」であった。し
かし，明治初年以来政府が派遣してきた留学
生の相次ぐ帰国により，教授となるものが増
え，「邦語・日本大学院」へ転換するきっか
けとなった。東京物理学校の創設者全員が，
東京大学理学部 仏語物理学科へ進学した。
寺尾壽は，生徒でありながら理学部教授補の
山川健次郎とともに，東京数学会社の会員と
して名を連ねた。
1878年12月24日，東京大学理学部仏語物理
学科から，最初の卒業生（第１期）として，
桜井房記，千本福隆，寺尾壽，中村恭平，信
谷定爾の５人が出た。このときの卒業式に
は，文部省課長の河津裕之，文部少輔の神田
孝平，フランスから第二次軍事顧問団として
来日していた，陸軍士官学校のシャルル・ク
ロード・ミュニエー参謀中佐たちが来賓とし
て出席し，陸軍軍楽隊が吹奏した。寺尾は，
翌年４月12日に文部省からフランス留学を命
じられ，パリ大学を拠点に天文学をはじめ近
代物理学と数学を学んだ。
1879年７月，山川健次郎は，日本人として
初めて物理学講座の教授に就任した。同月12
日に鮫島晋，高野瀬宗則，豊田周衛，中村精
男，難波正，谷田部梅吉，和田雄治の７人
が，仏語物理学科を卒業した。
1880年７月10日，桐山篤三郎，小林有也，
澤野忠基，塩田仁松（卒業直後に死去），玉名
程三，三守守，三輪桓一郎，保田棟太の８人
学校内図面
東京開成学校（明治７年）～東京大学（明治10年）
（一ツ橋校舎）
運 動 場
物理講義室
応接室
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図書館
定量分析室
講義堂 採鉱冶金 応用科学
実験室
43理大 科学フォーラム　2016（8）
が仏語物理学科を卒業した。なお，赤木周
行，加瀬代助は中退扱いとなったが，卒業生
と同時期に退学となったものと考えられる。
これをもって東京大学理学部の仏語物理学科
は廃止となった。
物理学校の支援者・山川健次郎
山川健次郎は，1854年に会津藩家老職の家
に生まれた。山川家は代々，300石の中級武
士の家柄だったが，祖父・兵衛の時代に家老
に取り立てられ，以来家老職の家格となっ
た。1862年，山川は９歳で會津藩校・日新館
に入学した。会津藩では，日新館の教育目標
を人材の養成と定め，花色紐組（上士）以上
の藩士の子弟の入学を義務付けていた。山川
は，９歳までに身に着けた会津藩独自の教え
である什
じゅう
の掟や，日新館での勉学を通じて，
誇りある会津武士の子供として育っていっ
た。
会津藩は1862年に藩主の松平容
かた
保
もり
が，幕府
の命により京都守護職に任じられて以来，藩
兵を京都に常駐させていた。京都における会
津藩は，新撰組を配下に従え，反幕府勢力を
徹底的に取り締まった。1868年１月，鳥羽・
伏見の戦いで旧幕府軍となった会津藩と，薩
長同盟が機縁となり討幕運動に挺身した薩摩
藩・長州藩が激突したが，会津藩は無残にも
敗走し，朝敵の烙印を押されることとなっ
た。
1868年３月，会津藩では軍制を改革し装備
を西洋式に改めた。軍隊は年齢別に組織さ
れ，15歳の山川は白虎隊に入隊することとな
ったが，ほどなく白虎隊の年齢が16歳から17
歳と改正されたため，山川は無念にも除隊さ
せられてしまった。その後，祖父の命令によ
り，江戸を脱走し会津へ来た旧幕臣で，フラ
ンス軍事顧問団から訓練を受けた隊士からフ
ランス語を勉強した。この学習により鳥羽・
伏見の戦いにおける幕府軍の敗戦は，完全に
洋式化されていた薩長勢の装備と戦術の優秀
性であることを山川に印象づけることとな
り，山川はフランス語修得の必要性を感じる
ようになった。
会津戦争の勃発と敗戦
1868年４月，会津戦争が勃発し，山川は家
族とともに鶴ヶ城に籠り，悲惨な戦闘現場の
中で，負傷者の救護や介護で獅子奮迅の働き
をした。しかし同年９月，山川たちの奮戦も
むなしく鶴ヶ城は陥落し，会津藩は薩摩藩・
長州藩に降伏した。敗戦後，鶴ヶ城は開城し
武装解除が行われ，山川たち会津藩士は猪苗
代をはじめとする近隣の村に謹慎を命じられ
た。
ある日，猪苗代に謹慎していた会津藩士・
秋月悌次郎のもとに，会津若松の真龍寺住
職・河井善順が一通の手紙を携えて訪ねてき
た。手紙の送り主は，長州藩士の奥平謙輔で
あった。奥平は，越後から鶴ヶ城へ進軍する
道の途中にいた。秋月は若き日に，幕府の学
問所である昌平黌で学んだ後，全国行脚を行
ったことがあり，長州の萩で奥平と出会って
いた。
両名ともに詩をたしなみ，奥平は秋月から
指導を受けていた。奥平は，知己である秋月
に対し，徳川に報いた心をもって朝廷に仕
え，一緒に新しい日本を創ろうと書面で呼び
かけた。秋月は感涙し，奥平に会いに急いで
山川健次郎胸像　會津藩校　日新館
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越後の新潟に赴いた。秋月は奥平と再会する
と，旧主・松平容保の救済，および会津藩士
とその家族の生計の道を訴えた。また，秋月
は会津藩再興の第一歩として，会津の少年に
勉学の機会を与えてもらうべく奥平に願い出
た。つまり，賊軍の子弟を官軍に預けて教育
してもらうよう秘密裏に依頼したのであっ
た。奥平はこれを快く引き受けたことから，
秋月たちにより急遽少年の人選が行われ，猪
苗代に謹慎中だった山川に白羽の矢が立っ
た。こうして山川は，戊辰戦争で会津藩と敵
対した長州人とその同志の庇護のもと，逆風
の時代へ踏み出すこととなった。
1868年11月，山川は河井住職の案内で猪苗
代を密かに脱出し，越後に向かった。山川は
奥平の書生となり，奥平に付いて越後を転々
とし新
し
発
ば
田
た
の遠藤家に落ち着いた。遠藤家で
は和漢の蔵書を読みふけることに没頭した。
1869年８月，山川は，明治政府に召還され
た奥平に従って，前年７月に「江戸ヲ称シテ
東京ト為スノ詔」が発せられて間もない東京
に出ることとなった。山川は，長州藩邸内で
前原一誠に書生として身柄を預けられ，前原
の屋敷に奥平とともに同居した。ところが，
９月に奥平が急遽長州に帰ることとなり，奥
平は，はなむけとして山川に『老子』『荘
子』『韓非子』『鈐
けん
録
ろく
』の４冊を譲渡し，越後
の遠藤家にいったん戻るよう促した。山川は
長州藩邸を出て，上京していた河井住職の世
話になった後に，奥平の言葉に従って越後に
引き揚げた。
1870年春，旧会津藩主の松平容保は罪を許
され，陸奥国斗
と
南
なみ
藩
はん
３万石に封じられた。会
津藩がようやくお家再興となったことで東京
にも藩校が設けられ，山川は河井住職の呼び
かけに応じ，芝増上寺の斗南藩学校に入学し
た。斗南藩学校では，旧幕府の開成所で英学
を教えていた者から英語を学んだが，同校が
４ヵ月で閉鎖となったため，旧幕府歩兵頭並
の沼
ぬ
間
ま
守一が開いていた土佐藩邸の私塾に居
候し，本格的にフランス語，英語の他，数学
を学んだ。
寒さに強い留学生を選抜
1870年，北海道開拓次官である薩摩藩の黒
田清隆は，国費留学生を決めるに当たり，北
海道の寒さに耐えうるには薩摩，長州の子弟
に限らず，賊軍である会津や庄内をはじめと
する東北の出身者から選ぶべきとの英断を下
し，斗南藩に派遣を要請した。斗南藩首脳
は，苦難の道を歩みながらも勉学を続け，語
学力を高めた山川を抜擢した。また，山川を
ここまで支援してきた河井，奥平，前原の３
人が一緒に撮った写真が現存し，彼らが親し
い関係だったことが確認されている。留学生
の人選に当たり，前原，奥平の力が大きかっ
たであろうことが推察される。山川の留学先
は，最初ロシアとされていたが，まもなくア
メリカと改められた。
1871年元日，山川は，横浜港から汽船ジャ
パン号に乗って太平洋横断の旅に出た。アメ
リカ上陸後，山川は薩摩，長州藩出身者がほ
とんどの留学生グループを離れ，単身で日本
人のいないノールウィッチという街の中学校
に入学し，基礎学力の習得に努めた。イギリ
スの哲学者ハーバート・スペンサーの書物と
の出合いが，山川を大きく刺激した。
「日本を繁栄させるには，政治をよくしな
ければならない。政治をよくするには社会を
よくしなければならない。社会をよくするに
は社会学の研究が必要である。社会学の研究
には生物学並びにその他の自然科学の研究が
必要である。特に富国強兵のためには物理・
化学が盛んにならなければならない」。
山川はこのように考え，物理学を学ぶこと
を決意した。
エール大学に学んだ山川
1872年夏，山川は，エール大学の予備門，
エール大学付属シェフィールド・サイエンテ
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ィフィック・スクール（理学校）に合格し
た。ただし，三角法が不合格で夏休みに勉強
する，という条件付きであった。同校は，シ
ェフィールドという富豪の寄付により創設さ
れた学校で，機械科，土木科，採鉱冶金科等
があった。山川は，自分の希望する物理学科
がなかったので，やむをえず土木科に所属
し，苦手な数学の講義を熱心に聴いた。同
年，山川は念願だったエール大学に入学し，
本格的に物理学の学習に取り組み，研さんを
積んだ。
この頃，日本国内では，留学生の怠惰な生
活ぶりが問題となっていた。各藩が競って留
学生を出すに及んで，英語力が不十分で品行
不良の者が増え，こうした学生に国費をかけ
るのは国の損失であるとの声が高まってい
た。日本政府は1874年，成績がきわめて優秀
な留学生を残し，あとの者たちには帰国する
よう命令を出すこととなった。国費留学生の
山川にも帰国命令が出て，学費の給付を停止
され，学業を続けることが不可能となってし
まった。
会津藩を背負って留学している以上，学業
半ばで帰国するわけにはいかない。山川はク
ラスメイトに経済的困苦を訴えると，同級生
のロバート・モーリスから叔母のハンドマン
夫人を紹介された。山川が会いに行くと，ハ
ンドマン夫人は「学業成就して本国に帰りた
る後は，力の限り本国のために尽力すること
を誓う」ことを条件に学費を援助すると山川
に言った。またしても彼は幸運に恵まれ，勉
学を継続することができたのである。山川は
ハンドマン夫人への誓約を守り，一層勉学に
精を出した。
1875年，山川はエール大学で物理学の基礎
を学び学位を得て帰国し，翌1876年１月には
東京開成学校の教授補となり教壇に立った。
東京開成学校仏語物理学科には，のちに東京
物理学校の創設者となる者たちが学生として
在籍しており，山川と彼らは，教師と学生の
関係で出会うこととなった。
1877年に入ると西南戦争が勃発し，右大臣
の岩倉具視は，山川に陸軍少将となって会津
から兵を募り薩摩討伐に赴くよう要請した。
岩倉は６年前，岩倉使節団に山川の妹で当時
12歳の捨松を同行させたことから，旧会津藩
士たちの間における山川兄弟の人望の高さを
承知の上での人事だったとも思われる。山川
は，かつて会津の人々が岩倉の討幕活動によ
って大変苦しめられたこと，また薩摩討伐な
ど学者の自分にはお門違いも甚だしいと思
い，この要望を断固として拒絶した。
同年４月山川は，東京開成学校の改組に伴
い，東京大学理学部教授補となり，実験器具
の整備や学生の指導等，物理学教育の基礎に
情熱を傾け，日本に科学を根付かせようと尽
力するとともに，新しい学問・教育の場所と
内容を創りあげようとした。
東大理学部教授に昇進した山川
1879年４月，山川は，東京大学理学部教授
に昇進し，日本人で初めての物理学講座の教
授となった。時期を前後して理学部仏語物理
学科から，後に東京物理学校の創設者となる
者たちが次々に卒業して，国家の発展をめざ
し世の中に羽ばたいていった。
1881年３月，山川は，理学部仏語物理学科
の卒業生たちが，理学普及のために物理学校
を創ろうとしていることを知った。物理学を
教えるにはさまざまな実験器機が必要不可欠
であったが，彼らにはそれを調達する術がな
く途方に暮れていた。山川は，東京大学理学
部綜理の加藤弘之に談判し，加藤綜理の許可
を取り付け，器機貸出規則を作り，理学部物
理学科の実験器機を貸し出すことができるよ
う手はずを整え，彼らを後押しした。日本で
最初の理学を教える私立夜学校は，東京大学
理学部仏語物理学科出身の若き卒業生たちの
情熱と，それに心を動かされた山川の協力，
支援により誕生するのである。
